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平成 28 年２月期 第２四半期累計期間及び 

通期業績予想の修正に関するお知らせ 
 

当社は、最近の業績動向を踏まえ、平成 27 年４月 15 日に公表いたしました平成 28 年２月期第２四半期

累計期間及び通期業績予想を下記のとおり修正いたしましたので、お知らせいたします。 

記 

●業績予想の修正について 

   平成 28 年２月期第２四半期（累計）連結業績予想数値の修正（平成 27 年３月１日～平成 27 年８月 31 日） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 四半期純利益 1 株当たり四半期純利益 

前回発表予想（Ａ） 

百万円 

15,330 

百万円 

267 

百万円 

153 

百万円 

130 

円  銭 

15.56 

今回修正予想（Ｂ） 15,448 142 36 33 3.80 

増減額（Ｂ－Ａ） 118 △125 △117   △97    

増 減 率（％） 0.8 △46.8 △76.5 △74.6  

（ご参考）前期第２四半期実績 

（平成 27 年２月期第２四半期） 
16,368 71 △18 △137 △17.35 

      

   平成 28 年２月期通期連結業績予想数値の修正（平成 27 年３月１日～平成 28 年２月 29 日）                                   

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当 期 純 利 益 1 株当たり当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 

百万円 

29,800 

百万円 

586 

百万円 

373 

百万円 

322 

円  銭 

38.54 

今回修正予想（Ｂ） 30,200 220 △20 90 10.25 

増減額（Ｂ－Ａ） 400 △366 △393 △232  

増 減 率（％） 1.3 △62.5 － △72.0  

（ご参考）前期実績 

（平成 27 年２月期） 
31,523 249 2 △601 △72.04 

    

   平成 28 年２月期第２四半期（累計）個別業績予想数値の修正（平成 27 年３月１日～平成 27 年８月 31 日） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 四半期純利益 1 株当たり四半期純利益 

前回発表予想（Ａ） 

百万円 

15,330 

百万円 

249 

百万円 

135 

百万円 

114 

円  銭 

13.64 

今回修正予想（Ｂ） 15,448 141 24 14 1.64 

増減額（Ｂ－Ａ） 118 △108  △111  △100    

増 減 率（％） 0.8 △43.4 △82.2 △87.7  

（ご参考）前期第２四半期実績 

（平成 27 年２月期第２四半期） 
16,368 72 △29 △151 △19.06 
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   平成 28 年２月期通期個別業績予想数値の修正（平成 27 年３月１日～平成 28 年２月 29 日）                                   

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当 期 純 利 益 1 株当たり当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 

百万円 

29,800 

百万円 

550 

百万円 

338 

百万円 

290 

円  銭 

34.71 

今回修正予想（Ｂ） 30,200 210 △50 50 5.69 

増減額（Ｂ－Ａ） 400 △340 △388 △240  

増 減 率（％） 1.3 △61.8 － △82.8  

（ご参考）前期実績 

（平成 27 年２月期） 
31,523 225 24 △548 △65.65 

 

 

修正の理由 

１．個別業績予想修正の理由 

 当第２四半期累計期間における売上高は概ね当初計画に近い実績となる見込みです。一方、粗

利益額につきましては、当初計画策定時にはロスの低減等により粗利改善を見込んでおりました

が、競合他社との競争および仕入価格の上昇等により、当初計画を下回る見込みです。経費面に

つきましては、バックヤード等の設備の老朽化が想定よりも進んでいたため維持更新等の費用が

当初計画より嵩んだこと、人員配置の効率化の遅れ等により当初計画よりも人件費が増加したこ

と等から、販売費及び一般管理費は当初計画を上回る見込みです。このため、営業利益、経常利

益及び当期純利益につきましては、前回発表予想を下回る見込みとなりました。 

 

 通期の業績予想につき、売上高は当初計画に近いものと予想しておりますが、引き続き競合他

社との価格競争等により粗利益額は当初計画を下回る見込みです。一方、経費面につきましては、

平成 27 年９月より「マツヤポイントカード」がスタートしたことに伴い先行的な関連費用が追加

的に発生すること、人員配置の効率化に努めるものの、下期においてはその効果は限定的である

と想定し引き続き当初計画よりも人件費が増加する見込みであること、その他諸経費の状況等も

踏まえ、販売費及び一般管理費は当初計画を上回る見込みです。このような状況から、営業利益、

経常利益及び当期純利益につきましては、前回発表予想を下回る見込みとなり、上記のとおり業

績予想を修正するものであります。 

 なお、七瀬店が土地区画整理事業による収用の対象となり、平成 28 年２月期第４四半期に取り

壊される予定です。これに伴い、店舗の取り壊しに係る費用を特別損失へ計上し、補償金を特別

利益に計上する予定です。（本日開示いたしました「七瀬店の閉店および再出店する際の隣地取得

に向けた交渉に関するお知らせ」をご覧ください） 

 

 ２．連結業績予想修正理由 

 個別の修正に伴うものであります。 

 なお、当第２四半期末時点では、２千５百万円の債務超過となる見込みです。また、期末時点

におきましては、純資産は３千万円となる見通しです。 

 

 

 

（注）上記の予想は、当社が現在入手している情報に基づき作成しております。実際の業績は様々な 

   要因により、予想数値と異なる結果となる可能性があります。 

 

 

以 上 


